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Abstract

For most people, even without specialized knowledge or experience, the action of throwing an 

object is not particularly difficult. When it comes to baseball, however, the ball must be thrown 

by the pitcher, hit by the batter, caught by the fielder, and thrown again. All this must also be 

done accurately within a limited space. As such, baseball is a sport that requires the acquisition of 

delicate, precise, advanced and complicated movements. As the level of competition increases, the 

certainty that the ball will be thrown accurately and within the time limit becomes even more crucial. 

Unfortunately, some competitive athletes, including some baseball players, have been known to suffer 

from a phenomenon called the yips. “The yips” is a term coined by professional golfer Tommy Armor 

in his book ABC Golf: “A golfer who had hitherto putt smoothly until one day suddenly became so 

nervous that he hit only a few tens of centimeters. I called the disease YIPS (moaning), a disease that 

causes a person to overshoot the cup or go far beyond the cup” (Armor, 1967, cited in Miyake et al., 

2020). This is a very serious problem that can threaten a player’s career once it develops, and can 

make these players very difficult to coach. For this reason, we decided to conduct a literature review 

to understand what steps are necessary to combat the yips and to what extent this phenomenon is 

currently recognized in the field of college baseball. Therefore, in this study, we focus on research on 
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pitching/throwing yips in college baseball from studies on the yips that are mainly conducted in the 

field of psychology. The primary purpose is to investigate trends in Japan. The second purpose is to 

examine what measures coaches can take to counter the symptoms of the yips based on the author’s 

coaching experience.
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は じ め に

　専門的な知識や経験が無くても「物を投げる」という動作を行うことは殆どの人にとってさほ
ど難しいことではなく一度は経験をしたことのあることではないだろうか。
　だが，「野球」という競技となると，限られた空間の中で，投手が投げたボールを打者が打ち，
打ち放たれたボールを野手が捕球し，捕球したボールを正確に送球しなければならない，繊細で
緻密かつ高度で複雑な動作獲得が必要なスポーツである。野球の競技レベルが高くなるにつれ，
時間的制限のなか「正確に送球すること」への確実性が求められるようになる。 

　そのような状況において野球をする中で，「イップス」に悩まされる選手が現れる。イップス症
状に陥った選手をコーチングすることは極めて困難な作業である。「イップス」とは，プロゴル
ファーのトミー・アーマーが自著『ABCゴルフ』（1967）のなかで「今までスムーズにパッティン
グをしていたゴルファーがある日突然，緊張のあまりほんの数10 cmしか打たなかったり，あるい
はカップをはるかにオーバーするようになる病気を，自分がイップスYIPS（うめき声）と名付け
た」（三宅ら，2020）と述べており，野球というスポーツにおいても「投・送球において上下左右
に暴投してしまう」（内田，2008）ようになり，一度発症すると選手としてのキャリアを脅かすこ
とになりうる非常に大きな問題である。
　コーチング分野での研究について，スポーツ指導者が行うコーチングとは，選手に望ましい結
果を導くためにコーチがとる行動すべてのこと（伊藤，2017）であり，文部科学省のスポーツ指
導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）（2013）においても，「スポーツ指導
者の役割は，競技者やチームを育成し，目標達成のために最大限のサポートを行うこと。」である
ことや，「コーチングには時々刻々と変化する状況を的確に読み，これまでに学んだ知識を最大限
に駆使し，効果的な即興を行うこと」（伊藤，2017）が必要であるとも報告されていることから，
イップスを研究することはスポーツ指導者としてコーチングを行ううえで重要な役割となりうる
ことが窺える。
　そこで，本研究では，主に心理学の分野で行われているイップスに関する研究の中から，「大学
野球での投・送球イップスに関する研究」に焦点を当て，イップスを改善するためには何が必要な
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のか，現在大学野球の現場でどのくらい認識されているのか現状を把握するために文献レビュー
を行い，大学野球における投・送球イップス研究の国内に於ける動向を調査することを第一の目
的とする。そしてそこから，どのような対策を行えばイップス症状を改善できるのかを，著者の
大学での球技指導経験を踏まえたコーチングの見地から検討することを第二の目的とする。

Ⅰ．大学野球での投・送球イップスに関する研究の国内に於ける動向

1．文献の抽出方法
　2021年7月までの「日本国内における大学野球での投・送球イップス」について書かれている原
著論文，研究報告の文献検索を行った。なお検索の際のデータベースはCiNii Articlesを使用して
いる。
　大学野球の投・送球イップスについての研究が少ないだろうと想定し，検索に使用したキーワー
ドは（イップス 野球）のみを用いた結果，重複を含む，合計17件の文献が抽出された。そして妙
録や本文などから内容を確認し，大学生を対象としていないもの，イップス以外の特徴を含む文
献を除外し，8件を選択した。その他，筆者が関わった文献を1件加え，最終的に9件を分析対象
とした。

2．分析方法
　対象文献を精読し，著者，タイトル，発行年，研究目的，研究方法，研究結果・考察，研究対
象者（競技レベル），イップスの定義を把握し対象文献の概要を整理した。（表1参照）また研究方
法，研究結果を詳細に読み，コーチングの観点から整理した。

3．対象文献の概要
　対象文献の概要を纏めたものが表1である。「研究目的」からわかることは，投・送球イップス
症状に陥っている対象者を直接的に改善することを目的にしているものは賀川（2013）と三宅ら
（2020）の2件で，その他7件は，イップスの経験を契機になんらかの心理的成長をしているので
はないか（松田ら，2018），イップス状態にある大学野球選手の特徴を明文化すること（寅嶋ら，
2020），チームメイトがイップス野球選手へ行ったサポートの内容を明らかにすること（野栗ら，
2021）など，イップス症状緩和に向けた心理的・物理的サポートの方法を探索的に検討することや，
新たな尺度を議論するためのイップスの実態を把握する目的のものだった。
　「研究方法」については，質問紙を用いた研究は5件（楠奥，2018；松田ら，2020；山田ら，
2020；青山ら，2021；野栗ら，2021）でそのうちインターネットを利用したものが野栗ら（2021）
のものであった。なお，松田ら（2018）はインタビュー調査を利用したものだった。このインタ
ビューは，調査の対象者が自らの経験した特定の出来事に関するエピソードを生成し，インタ
ビューに語ることが求められる調査方法である。その他，介入研究をしているものは2件（賀川，
2013；三宅ら，2020）あり，専門家らの観察指摘が，本人の主観的運動感覚と一致しているのか
否か介入面接を重ねるうちに自分自身でイップス症状緩和のための対策を考案するようになり，
その後改善されてくると能動的に取り組むようになった（三宅ら，2020）とする一方で，賀川（2013）
の研究は、被験者の研究への参加が最初から能動的であり，自ら介入調査をお願いしているもの
であった。
　「結果・考察」からは，介入研究を行った賀川（2013），三宅ら（2020）ともに被験者のイップ
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表 1　対象文献の一覧
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ス症状緩和が見られた。三宅ら（2020）ではイップス尺度得点がそれぞれ79点から48点，58点か
ら48点となり，自らの運動行動や認知を客観的に振り返り，自分なりの対応策を新たに考えるこ
とができたと考えられた。賀川（2013）では練習における送球ミスの減少，公式戦におけるミス
がなくなり，自己評定用紙得点・イップス尺度が改善された。対象者は今回のメンタルトレーニ
ングが認知の再構成や自身の向上に役立ったと認識され，第三者の評価として，対象者の送球前
の動作やフォームが，以前よりも自信をもってプレイしていることなどから，今回のトレーニン
グが有効だったことが認められた。
　「イップスの定義」については，その定義にイップス尺度調査（内田，2008）を使用した文献が
9件中7件（賀川，2013；楠奥ら，2018；松田ら，2020；三宅ら，2020；山田ら，2020；寅嶋ら，
2020；青山ら，2021）であり，今後もイップス研究に大きく貢献する資料の一つであると考える。
イップス尺度調査とは，内田（2008）が野球選手を対象とした個別面接や自由記述による調査を
もとにイップス尺度を作成し，「予期不安」「身体像の歪曲」「自然体の欠如」「周囲からの助言」
「他者肯定」と言う5つの因子を抽出したものである。また楠奥ら（2018）はこのイップス尺度調
査を参考に11項目の投・送球セルフ・エフィカシー尺度を作成し，このセルフ・エフィカシー尺
度と内田（2008）の投・送球イップス傾向尺度と，板野（1986），小久保（1998），神藤（2014）
らの一般性セルフ・エフィカシーを用いた質問紙調査を行い関連性を分析したものである。この
「投・送球セルフ・エフィカシー傾向尺度」も「イップス尺度調査」同様に今後のイップス症状改
善に大きく貢献すると考える。なお，セルフ・エフィカシーとは，ある結果を生み出すために必
要な行動をどのくらいできそうかという個人の自信の程度を表す概念である。
　そして「対象者」については，リーグのレベルの記載があるものは1件のみで，その他は，リー
グのレベルの記載は無いが公式戦に出場している選手を対象としているも，県大会ベスト8以上の
選手（甲子園出場経験者を含む）を対象としているものであった。また松田ら（2020）の研究で
は17.6％（1497名中263名），青山ら（2021）の研究では47.1％（104名中49名）にイップスの経
験を有することが明らかになった。大学まで野球を継続しているということは，一定水準以上の
競技レベルに達していると考えられるが，今回の調査では，個々の研究に於いて競技レベルの記
載が無く投球スキルの問題で暴投を繰り返しているだけの可能性があることは否めない。今回調
査した研究においてその詳細について言及したものは多くないことから今後は調査対象者の所属
リーグや個人の競技レベルを詳細に分かる研究が増えることがコーチングにおいてイップス改善
に役立つ対処法を考えることに繋がるのではないかと考える。

Ⅱ．イップス症状の改善法のコーチングを踏まえた見地からの検討

　筆者は，2018年11月までの12年間様々な立場（監督・助監督・ヘッドコーチ）から大学野球の
現場での指導を行った。大学での指導者の役割は，試合に勝つ為の技術指導を行うだけではなく，
チームのマネジメント，選手のスカウティング，大学生活・キャリア形成のサポート等多岐にわ
たるものだった。スポーツ競技の中で，野球のコーチングを行うことは難しい競技のなかの一つ
ではないだろうか。ある選手に対して有用であったコーチングが誰にでも当てはまるということ
は殆どなく，100人いれば100通りのコーチング方法があると言っても過言ではない。川村（2017）
が「よいコーチングは勝つ為の戦略・戦術，合理的で経済的な動作の獲得方法，チームのマネジ
メント，社会との関わり方など様々な要因があって成立している。」と述べているように、コーチ
ングを行う際には，心理学，バイオメカニクス，マネジメント，社会学等様々な学問分野の知識
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が必要であることが伺われる。先述したように，イップスは一度発症すると選手としてのキャリ
アを脅かすことになりうる非常に大きな問題である。このようなことから今後どのような対策を
行えばイップス症状を改善できるのかを，著者の指導経験を踏まえたコーチングの見地から検討
する。
　今回の調査では，大学野球に絞った研究を対象にしたものであったため賀川（2013）のものが
最初であったが，国内に於いて投・送球イップスに関する研究の報告は，岩田ら（1981）をはじめ，
1980年代から散見されるようになった。岩田ら（1981）の研究はプロ野球選手を対象に行ったも
ので，非常に珍しい報告であると言えるだろう。なぜなら，澤宮（2018）が元プロ野球選手に行っ
たイップスに関するインタビューを纏めた著書で『イップスについての取材を試みたが，「今は話
したくない」「引退後に話す「イップスに特化した取材は受けたくない」という理由で断られ，何
度かチャレンジしたが実現しないことが多かった。』と述べているようにイップス症状に陥った当
事者からすれば公言したくなく非常に対処しづらい問題だからである。このように，特にレベル
の高い選手を対象としたイップスの研究は実施自体が非常に難しいという問題がある。
　そのような中で筆者は，三宅ら（2020）とともに心理学の観点から，大学生に対してイップス
に関する研究を行った。そこで，先述したプロゴルファーのトミー・アーマーがイップスについ
ての記述や，さらにイップスに関する研究は最近になって増加していることも報告した。安田ら
（2018）は，ゴルフ以外でも（弓道，ダーツ競技，テニスのサーブ動作など）精緻な動作を必要と
するような競技で同様の症状が存在する症例が知られていると報告している。また対象を野球と
した研究では，林ら（2022）が「自身の監督経験を基に采配に関する実践知を記述しているものの，
選手へのコーチングについては言及しておらず（以下略）」と述べているように，野球競技に於い
てイップスに陥った選手に対するコーチングについては十分に明らかにされていないのが現状で
ある。
　また山本正嘉（2018）が「メカニズムが十分にわからなくても，スポーツ現場にとって役立つ
ヒントを示すことができれば，その研究には高い価値がある。」，また川村（2017）が，コーチン
グについて「（ある）選手を上達させることを考えた時，選手が進むべき方向がいつも１つに定まっ
ていることはない。選択肢はいくつもあって，その選択を最終的に行うのは選手であり，コーチ
はその助言と進んだ方向性に対するメリット，デメリットを含めて考えて，提示していく必要で
あると考えられる。そして，最終的に選手が決断を下せるよう，一緒に探索していくことが必要
だと考えられる。」とそれぞれ述べているように指導者はイップス症状に陥っている選手に寄り添
い，さらに指導者としての資質を高めながら我慢強く指導する必要があるだろう。
　野栗ら（2021）の研究において，イップスを改善するためのチームメイトによるサポートがど
のようなものであるかを報告したが，調査対象の競技志向レベルが高い場合はお互いライバルと
いうこともありサポートを行わない可能性があるとしている。そこで「大学硬式野球の部員数は
2007年から2018年まで11年連続で増加するなど（中略）1チームあたりの平均部員数も2007年の
54.5名から2020年には70.8名にまで増加している」（奈良ら，2022）なかで，監督だけでは全てを
賄うことが難しいことから，学生スタッフを有効活用できる仕組みをつくり，その中でイップス
に関わるサポートができるようにすることも重要な対策の一つとも考える。
　また図子（2014）が「優れたコーチとは，選手・チームのレベルや特徴に応じて適切な変化
を誘引しながら，記録や成績および成果を向上させ続けることのできるプロフェッショナル
（Professional）である。」とも述べているように，イップス症状に陥っている選手を指導者がどの
ように感じ，そしてどのように対処しているのかの研究が増えることがイップス症状を改善する
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ことに大きく貢献すると考える。
　さらに澤宮（2018）が「イップスは心理的な症状とよく言われるが，今回取材してみて，心理
的なものと断定してよいものかという疑問を感じた。（中略）きちんとした正しいフォーム，技術
を習得することで，克服できるケースもあることを意味する」と報告していることから，コーチ
ングを含めた介入研究を増やすことにより，現場にとって有益なイップス症状改善のための知見
を得ることにつながると考える。さいごに，今回の調査は国内の大学野球に於ける研究を対象に
したものであったが今後は海外の大学野球でのイップスの対するコーチングを含めた動向を調査
していきたい。
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